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|ヘルダー夫妻の往復書簡より見たる
ヘルダーのイタリヤ旅行」
－ヘルダー研究の一資料一
田 中健二
まえがき
イタリヤ旅行はヘルダーの青年期以来の宿願であつ↑こにもかかわらず，
あれほど限りなく精神の糧を貧り芸術美の泉を汲みとったゲーテのそれと
比較すれば， それは何という味気ない，みじめな体験だったことであろ
う。イタリヤの印象はもはや青年期のフランス旅行のような精神の昂揚を
ヘルダーにもたらさなかったため， この旅行の成果は非生産的の一語に尽
きるていのものであった。従ってヘルダーのイタリヤ旅行そのものはゲー
テの場合とは全然異なり， これをヘルダー精神の全発展史上における時
代区分の手段となす積極的な理由は殆ど見いだされないのである。しかし
ながらこの旅行を契機として旅行中へルダーが妻Karolineと取り交わし
た往復書簡は， 曽ての婚約時代のそれと並んで，ヘルダー研究にとっては
かなり重要な資料といわねばならない。そこには15年間結ばれてきた1組
の夫婦の人間的な率直さ， あらゆる美点と弱点， こまやかな情愛と苛立っ
た感情との交錯がいきいきと示されており，従ってそこからわれわれは，
ヘルダーの宿命的な不幸な性格， それに基づく彼のイタリヤ観，当時の彼
自身の内面的危機ばかりでなく，当時のヴァイマルの人々との，特にゲー
テとの関係などを具体的に知ることができるのである。つまりヘルダー夫
妻の往復書簡とそれに介在するゲーテの書簡は， それ自体としてはなかな
か興味深いものがあるので，私はここにその移しい書簡のなかからごく小
部分を紹介し， これらに若干の解説を加えることによって，従来発表され
39
た私のヘルダーに関する論考の欠を補うことにしたい。
（1）
,,DieersteStationistglticklichzurtickgelegt,halbinBetaubung,
halbimSchlafe・Werner,derdenzurtickgelassenenEliasmantel
holte…,brachtemirdietraurigeNachricht,daBDunochweintest.
Tueesnicht,Liebe!Seifest,geduldigundfroh!Gottwirdhelfen,
undichseheDichunddieUnsrigengesundundvergniigtwieder.
Lebewohl,Liebe,tausend-tausendmalwohl!G$(Erfurt,den6.
Augustl788).これは1788年8月6日の朝，僕Wernerを伴って旅客
馬車に乗り込んだヘルダーが,Erfurt駅から最初に妻カロリーネに宛て
た書簡である。まず，これに対するカロリーネの返書を紹介しよう。「お別
れした最初の日の苦痛は，いまではもうしずまっています。ありがたいこ
とです。それはこれまでについぞなかったような一日でした。母が亡くな
ったときでもそんなに悲しい思いはしませんでした……ほんとうに私はあ
なたによってのみ生きているのです。あなたは私にとって，私自身が私に
対してあるより以上に大事な方です。ああ， こんな気持をこれまであなた
にお見せすることができなかったとは／お手紙は私にとって最初の鎮痛剤
となりました……午後にはゲーテが来てくれました．…･･彼は心から温く私
を慰めてくれました。でも昨日は何の慰めもなかったのです……ゲーテ
もローマを立つ前2週間ほどは毎日子供のように泣いたと言いました……
どうか気持よく気楽におすごしなさい。あなたに吹きかけるものはなんで
もjあなたの額をおだやかに冷してくれますように.ﾉ……もうひとごと申
さねばなりません。へプライ詩(EbraischePoesiel))の原稿がいろん
な公文書のなかに乱雑にまじっていました。私はそれをめくって， 『私は
自分の眼と， よその婦人たちの方を眺めないように， という盟約をむすん
だ』という箇処をよみました。それはまるで私に言われているみたいなの
で，思わずほほえむところでした」 (Donnerstag,den7.August)｡
これを皮切りに，爾後ひんぱんな文通が始まったのである。
はやくも8月9日にはBambergから第2信が送られた。これはテュー
リンゲンの森(ThUringerWald)からバンベルクに至る高地の風景を賞
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で， この地方の住民の生活ぶりを叙しながら，ヴァイマルの封建的な空気
を詞刺している。 「それは世界のうちで最も美しい地方だ。テューリンゲ
ンの森の向うの国々をふりかえってみると恥かしぐなる。すばらしい好天
気だった。ひとぴとはみな態熱で元気よく親切だが，過度に勤勉というこ
とはない。あらゆるひとぴとの様子から，かれらがわが搾取されたテュー
リンゲンの農夫たちより，生活の余暇をより多く理解していることがわか
った」と述べ，つづいて次のように断言する。 「わがヴァイマルは， あら
ゆる都市に比して全く問題にならない。そしてこの小さな地方に於てさえ
既にこの比較ははっきり現われている。われわれは全く土台もなしに，名
声や幾千倍もの道楽やの空中楼閣の建設を請け負うているのだ./」と。な
おバンベルクの大寺院を訪れ，高い聖壇の前に据えられた皇帝Heinrich
と妃Kunigundeの大理石像を観賞した。
次いで8月13BNdrnbergからの書簡には，デューラー(Albrecht
Ddrerl471～1528)の絵画に心を惹かれたこと(,,UnterallenGemalden,
dieeshiergibt,interesiertmichDiirerammeisten:…Erschlagt
alles,wassonsthierist,umsichnieder."),その他ドイツ的なものの
面影を宿しているもろもろの美しい事物にふれたことなどが述べられ,
「ドイツ的特性と芸術」の時代を回想する (,,Sonstauchvieleandere
sch6neSachen,dieaneineZeitdeutscherArtundKunsterinnern,
dienichtmehrdaistundschwerlichjewiederkommendtirfte".)
とともに， ドイツ精神に不当な仕打ちをした領邦君主たちを弾劾してい
る。 (,,OwiehabendieFtirstendenGeistderdeutschenNation
verkannt,unterdrtickt,verschlemmtundvergeudet!@$)。
一方カロリーネはゲーテの頻繁な来訪を報じている。事実ゲーテはヘル
ダーヘの友情からしばしばその留守宅を訪ね， カロリーネを慰めたのであ
った。従って彼女の書簡にはゲーテの消息がしばしば語られている。周知
のように，当時ゲーテとシュタイン夫人との関係は断絶の一歩手前にあっ
た。やがてカロリーネも同夫人から離れてゆくゲーテの心境を嗅ぎとり，
ゲーテの好意に感謝しながらも次第にその行状に批判の眼を向けるように
なって， シュタイン夫人の言葉に同調しはじめる。 ,,Goethebesucht
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michfleiBig…Imganzenwillesmirnichtwohlmit ihmwerden.
Erlebtjetzt,ohneseinemHerzenNahrungzugeben. DieStein
(註.=FrauvonStein)meint,erseisinnlichgeworden,undsiehat
nichtganzunrecht…Ach,mitderistnichtvielanzufangen,sagte
er;sieistverstimmt,undesscheintnicht,daBetwaswerdenwill.
IchnahmihrePartie,sogutichkonnte;ich laubeaber icht,daB
erihrentgegengeht…"(Freitag,denl5・Augustl788)、,,Goethe
besuchtmichmeistensallanderTag・Erwargesternmittagda;
EristbeinahwieeinChamaleon;baldbinichihmgut,baldnur
halb6@(denl8.August).
しかしこれらは決してシユタイン夫人そのひとに対する同情の表現とみ
るべきではなく，むしろ一般的に，愛人に背く男性の不実な振舞に対する
不満もしくは不信にもとづく女性心理のあらわれとみなすべきであろう。
われわれには，当時のゲーテの内面の動揺を示唆するものとして興味ぶか
い資料である。なおこの書簡の末尾には，ゲーテの植物分類の仕事と，そ
れに対するヘルダーの協力を期待するゲーテの友情が伝えられている。
,,JetztschreibterseinPflanzensystemaufunderwartetDichkiinf-
tigesJahrmitVerlangendazu."
旅先で婚約の当初を回想したヘルダーは， 8月24日Augsburgから，
さながら恋文のような便りを送った。そこには彼のやさしい心情， こまや
かな情愛があますところなく吐露されている。まことにヘルダーの性格は
ウェット型というべきか。まさしく彼は曽て17年前,1770年8月24日に
Darmstadtで初めて愛の告白を書に託したのであった。
,,Heuteistder24.August,Sonntag,derTagunsrerVerlobung
imGeiste,daichDirdenerstenBriefbrachte.IchhabeDich
tausend-,tausendmallieb,alsdaichihnDirzitterndgab;oglau-
beesdoch…wirwerden,ichbin'sgewiBwiemeinesDaseins,ein
neuesbrautlichesLebenftihren,jaglticklicher,alsdasaltewar…Ich
ftihleesganz,daBunsrekurzeTrennungeinwahresGeschenkist,
dasunsdieewigeGiitezuwandte・ReiBallenZweifelausDeinem
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HerzenundseimitDeiner lieben, sMenGestaltvormirundzu
meinerSeite.G@
このような手紙が書かれたこのアウグスブルクは，彼にとって最初のう
ちは ,,dieheitersteStadt,dieichinDeutschlandgesehenhabeG@で
あった。 ところが叉しても，ヘルダーの宿命ともいうべき不幸の兆しがあ
らわれ始めたのである。すなわち，彼は以前からの約束で当地に於てダー
ルベルク(HugovonDalberg)2)と落ち合ったが，驚いたことに， この
男にはゼッケンドルフという未亡人(verwidmeteFrauvonSeckendorf)
の連れがあった。尤も当初はおひとよしのへルダーにはそれもまた結構な
ことだと思われ, ,,WirsindalledreiwiedreiGeschwisterund
Kinderfr6hlich@$．と報じたほどであったが， しかしまもなくこの婦人と
の同行は彼にとって不愉快なものとなっていった。 もともと何ぴとの眼に
も，いくぶんせむしのカトリック司教座聖堂参事会員とプロテスタント教
区総監督と仇っぽい尊大な令夫人とは，至極怪しげな道連れと映ったにち
がいないのである。
8月24日付のヘルダーの書簡がカロリーネに大きなよろこびを与えたこ
とはいうまでもない。彼女は8月29日，自分の幸福感を打ち明ける書簡を
かいた。それによると，ヘルダーの手紙の一部をゲーテとクネーベルにも
読んできかせたとのことである。
,,MeinHerzundGesichtgltihtemir,dieKinderschrien,ichsollte
denBrieflautlesen....Ach,wievieltausendStiBesm6chteichmit
Dirreden!Ja,eswirdeinneues,siiBesLebenwerden,wennwir
unswiederhaben!$$,,IchlasausdemBriefGoetheundKnebelvor,
undsiehattenbeidegleicheFreudemitmir.‘‘
なおここでも， シュタイン夫人とゲーテのあいだに生じた疎隔にふれ
て，同夫人に同情しゲーテを非難するような口吻を洩らしている。が， そ
れは顧みて他を言うのたぐいであって， この場合夫の愛情をよろこぶ気持
の間接的な表白とみなければならない。
,,SieistnochimmernichtherzlichmitGoethe,dasmerk'ichaus
allem・ErsolltemannlicherseinundsiebeiderHandnehmen,
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wieDu'softgetanhast,wennichunwilligherunterging.Ach,das
sollniewiedergeschehen;3) solcheErinnerungensindmirDolchsti-
che.‘‘
さらに良人を励まして，彼が何ぴとからも敬愛されており，ゲーテも
,,Ideen"(人類歴史哲学考）に好意をよせてその完成を心から期待してい
る旨を知らせる。
,,NunbistDuinltalien,DuLieber,indemLand,daD inGeist
sooftundvielgewesenist・DeinguterGeniusbegleiteDich
iiberall!Sieh,duGlncklicher,al esliebtundehrtDich,werDich
nurkennt,unddasGltickistmitDir,wennDunurausThtirin-
genbist.GoetheliestnochanDeinemviertenTeil(註｡der,,Ide n6@.）
･･･Ermeint,wennDuwiederkommst,wirstDudemWerkeseinen
eignenGlanzgeben,aberinderGrundideenichtsandernk6nnen,
weilallesunvergleichlichundgliicklichgedachtundgestelltsei.
Erwarwiedersehrheiterundgut…"(Karoli eanHerder,den
29.Aug.).
その間，ヘルダーはゼッケンドルフ夫人の無遠慮な振舞をいよいよ重荷
に感ずる (,,DiegnadigeFrauhatdielmpertinenz,unsalslastigzu
fnhlen.")ようになっていた。彼女の虚栄と吝音のため旅の生活がみださ
れ(,,dasieimGrundeunsereReiSeverdirbt$6)冗費が嵩んだばかり
でなく， この旅行がダールベルクの申し出による招待旅行であるにもか
かわらず，ヘルダー自身で茶代まで支払わねばならなくなったのである
(,,IchwillvonmorgenanmeinenKaffeeselbstbezahlen,wieich
bisherschondiesundjenesbezahlthabe…4<;H rd ranKaroline;
Bozen,denl.Septemberl788)。しかしこのようなことは内密に妻にだ
け訴え，他人には知られたくなかったらしく，ゲーテにも口外してはなら
ない(,,SageabervondemallemniemandemeinWort,auchGoe-
thenicht;macheDirauchselbstkeinenKummer."),と付け加え
ることを忘れなかった。けだし単なる不平，愚痴と解されることは，ヘル
ダーの自尊心が許さなかったからである。 しかしながらTirol山脈背面
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の温和なBozen地方の風色には殊のほか心を惹かれ，同封の手紙でヴァ
イマルに残した子供たちにティロール山地やポーツェンの果物市などの模
様を知らせている。これは父親としてのヘルダーの一面を窺わせる好資料
だが，いまは敢て省くことにする。
実はダールベルクに同行したゼッケンドルフ夫人の旅行については，ヴ
ァイマルでもいろいろ取沙汰されていたようである。 ”…InderStadt
sprichtmantiberdieReisederSeckendorfmitDalbergsehr・Be-
sonderssolldieregierendeHerzoginsehrdariiberreden…"(Karoline
anHerder,4.Sept.).それゆえヘルダーがゼッケンドルフのために宿願
のイタリヤ旅行が台無しにされると嘆くのも， あながち無理からぬことで
あって，ヘルダーの宿命的な性格のみがこの場合にもはたらいたとみるの
は，穿ち過ぎた見方だと考えられる。
さきにも述べたように，ゲーテはしきりにヘルダーの家族を訪ねていた
ので，旅先からのヘルダーの便りを時折カロリーネから見せてもらったと
みえる。 「おくさま宛のお手紙を拝見して大変うれしく存じました。どう
ぞいつもお変りなく愉快に感受性をもって旅をつづけられるように。とも
かくわれわれは信ぜられぬほど重苦しく頭上にのしかかっている常闇の空
の下で萎縮しています……やがて純粋な空気とはどんなものかがお分りに
なって， それをもっと多く経験されるでしょう。 お連れの方々によろし
く。人間にはその人が現に在るように与えられるのがさだめなのです。い
まあなたはもうひとり艶な女まで車にのせていられます。ごきげんよう。
小生をお忘れなく。小生にはたびたび書いてくださる必要はありません。
おくさま宛のお便りは全部かもしくは一部分小生に報告していただけます
から」 (GoetheanHerder,den4.Sept.88)。
この書簡によって， イタリヤから帰還したのちのゲーテがヴァイマルの
空気に重苦しさを感じていることが分る。それはたしかにイタリヤで味わ
った解放感の反動である，と同時に内面の動揺,つまりクリスチァーネ4)と
の出会いにもよることは明らかである。因みに， このゲーテの書簡はさき
にポーツエンから送られたヘルダーの書簡が到着しないうちに書かれたも
のである。
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イタリヤ国内に足をふみ入れたのち，ヘルダーはその第1信をAncona
から9月11日付で送った。
「朝6時，海上に落雷があったので，私の部屋は一面まるで燃えている
ようにみえた．.…。 青年時代にみた海の景観が私の心によみがえってき
た。昨夕旅行中初めてホメロスのオデュセイアに再び眼を通してみた。今
朝もまたそれを手に取っている。そしてどこをめくるか考えてごらん－
サイレンについての話だ……私が幾百哩を隔てていながら， まるであなた
が私の前に坐っているかのように，心から打ちとけてあなたと話ができる
と思うと，魔法みたいなものがあるようだ。あなたは実際また私の前に坐
っているみたいだ。私は昼夜を分たず， あなたが私に対し今も昔も持ちつ
づけてくれ，いくえにも示してくれたあらゆるあなたの愛らしさとあなた
の誠実な，なんともいいようのない無類の愛情と優しさのなかで， あなた
と会うのだ…あなたは私の貞節なペネロペ（註。Penelope:==Odysseus'
Frau)で，私は流浪してきたあなたの老ウリュッセス （註。Ulysses;
Odysseusのラテン名）だ。われわれの身辺には小さいのや大きいの
や子供たちがいる。みんなに口づけをおくる。 ここにアドリヤ海岸の小さ
な花束を同封しておいた。こんな大小さまざまの叢林がこの海岸を蔽って
いるのだ｡」
9月1日付へルダーの書簡で彼がゼッケンドルフ夫人に不快を感じはじ
めたのを知ったカロリーネは，妻としてまごころこめた慰めと励ましの言
葉を送った。 これは夫の性格を知り尽している妻の切なる願いを吐露した
ものである。
「ゼッケンドルフ夫人に対して皆憤激しています。しかもそれは，あな
たの旅行を台無しにし， そして女性の名誉をすっかり傷つけたという2重
の原因からしても当然のことです……ローマではゼッケンドルフをダール
ベルクは同伴するわけにいきません。そんなことはあらゆる風習にもと
り，許されることではないでしょう。ゲーテはそういうことについて肩を
すぼめます。ナポリでは何でも許されているが，ただローマではそういう
わけにいかない，と彼は言っています.…私があなたにお願いすることは，ど
んなことがあっても，ひとりの女のためにあなたの生活を台無しになさら
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、ないように。こんな機会は2度と来ないのですから，アンゲーリリカ5)を
しょっちゅうお訪ねなさい。ゲーテはこのひとを非常に尊敬しています。
きっとあなたは他のひとぴとや多くの知己にこと欠かないでしょう。ゲー
テは昨日アウグスト公子とゴーターヘ旅に出かけました。ゲーテが帰った
らすぐ、100Dukatenの為替をReiffensteinを通じて入手されるでしょう。
あなたの支度にもっと金の要ることをゲーテに申しましょう。どうか悩ん
だり立腹なさったりしないように。あなたは所詮このような双葉の運命を
荷っていらっしゃるのです(,,Duhastnuneinmalsolchzweiblatterigtes
Schicksal.$$)。結局は分別によって何ごとも切り抜けられるのです。この
ことをあなたはイデエンの第3部でみごとに言っていられます。まず私た
ちがそれを実行しようではありませんか.….ゲーテはあなたの不在が長く
なるにつれて， ますます寂しがっています。クネーベルとは何も論ずるこ
とができない， と彼は言いました。あなたは彼の言うことを理解し，あな
たの研究によって彼の向上を助けていられるのです“…ゲーテは言いまし
た。 もしまたイタリヤへ行ったら，正午から2時まで，おやつの前の2，
3時間は午睡をとるだろう，多くのひとはそうしているし，そうすると体
の加減がよいのだ， と。そちらで朝晩胴着の下に着ける絹の腹帯をすぐお
買い求めください。そして特に晩には忘れずに身につけてください。ひと
はそれをいつでも身につけるためにポケットに入れて持ち歩いているとの
ことです。どうか私が，姿をみせないあなたの同伴者兼看護婦でありえま
すように./｣(KarolineanHerder,denll.September,abends9
Uhr).
（2）
1788年9月20日付へルダーのローマ便り第1信は，期待にみち愉快にロ
ーマ入りした旨を報じている。
「われわれはいま世界の首都ローマにいる。旅行中の不都合はすべて忘
れられ消えてしまった…“われわれが最初に気にしたのは手紙のことだっ
た.…．昨タベリー6)のところに行った。ここに手紙が来ているだろうと思
ったからだ。ゲーテの宿をみた。そしてベリーが大変誠実な情けぶかい青
年であることが分った。しかし手紙は一通もなかった。彼といっしょにア
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ンゲーリカを訪ねた。彼女はKonstanzからのゲーテの古い手紙7)だけを
私に渡してくれた。ゲーテに大いに感謝している"…アンゲーリカは優雅・
繊細・純粋な心の持主で，全くの芸術家であり，極度に単純で， もはや
肉体の魅力はないが， しかし総じて非常にひとを惹きつけるものをもって
いる.….彼女がもうかなり年をとっているのは，芸術と人類にとって残念
なことだ…..彼女はとても態葱に迎えてくれた….,ゲーテによろしく。そし
て私が昨日彼の宿を灯火で見たと伝えてほしい。今日はこれから明るいひ
るまに見るつもりだ。ペリーは私に会って私を案内して歩いたとき，心か
ら泣いていた。－私が見たものは， まだ部屋からみえる青いローマの空
の一部分だけだ｡」
ところで， ききのカロリーネの書簡からも察せられるように，ヘルダー
はかなり前から旅費の不如意に悩まされ，妻にそのことを訴えつづけてい
たようである。そこでカロリーネは旅費の工面と夫の身を案ずるあまり，
遂に他言の禁を犯してゲーテに真相を打ち明け助言を求めるに至った｡｢今
日又してもお手紙を差し上げます。金銭のいざこざが長くつづけばつづ
くほど， ますますひどく私の心は痛みます。考えれば考えるほど下品で卑
劣なしわざだと思われるのは，ダールベルクがあなたに支払わせるという
ことです.…．ですから私はあなたの禁止にそむき，私たちがおひとよしの
早まった考えで物事を駄目にしてしまわないうちにゲーテの助言を求めま
した…..」(KarolineanHerder,22.Sept.)。
ゲーテもこの書簡に同封してヘルダーに書き送った。 「おくさまが手紙
で貴兄に言われたであろうことに恐らくあまり付け加える必要はないでし
ょう。まだ間に合うようでしたら…”われわれの忠告に従われるよう切に
お願いします。ダールベルクと男らしくあっさりと面談なさって必要とす
る金を出させ,そして貴兄やご家族に不快な難儀をかけるよりも，むしろ彼
の負債者のままにいられる方が得策です。 とどのつまりは悪魔に礼を言わ
せておけばよく，貴兄はそのために全然お世辞を言う必要はありません。
どんな点からも〔註。ダールベルクの遣り方は〕破廉恥なことです。どう
して帰ることができるかが分らないようなところへひとを誘うとは，決し
て冗談ごとではないのですから。主として貴兄の頭にあるのは帰ること
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についてであろうと思います。つまりそのことに息づまる思いをしていら
れるのだから。復活祭以前には不可能です。それまではおくさんに金を集
めさせなさい。小生は貴兄にローマでの信用状を差し上げましょう。そう
して生れ変ってお帰りください.….｣(GoetheanHerder,22.Sept.)｡
この間，ヘルダー一行はローマで下宿をみつけた。 9月24日付へルダー
の書簡は， それを報ずると共に，部屋の割当てにあたってみせたゼッケン
ドルフの気儘なしく、さや部屋代の高価なことを訴えたのち， ローマにおけ
るケーテの好評判を伝えている。 ,,AllesliebtUndbewundertihn,was
ihnhiergekannthat.‘‘
丁度このころ，公母Amaliaの一行がローマに到着した。彼女は博物館
やローマの芸術に深い関心を示し， さすが貴婦人らしくまじめに古都の文
物を観賞した。 このようなアマーリアの態度にヘルダーはいたく好感をい
だき，ゼッケンドルフの如き愚かな厄介者とは比べものにならないと思っ
7E(vgl.HerderanKaroline,8.Oktober)。もちろんヘルダーは，身辺
の不快な事情のため， ローマではまだかねて望んでいたような慰楽を味わ
ったことがないと託ちながらも，できるかぎり文物の鑑賞に時間を費した
のであった（同前)。
カロリーネはゲーテの消息を求めたヘルダー(vgl.HerderanKaroline,
1．Okt.;,,VonGoetheschreibemirviel,wasersprichtundtut;
esgehtmichalleshieran.@@)への返書に於て，ゲーテの「タツソー｣8)執
筆を報じ， この作品に対して最大級の讃辞を呈している(vgl.Karolinean
Herder,6．Okt.;,,Goethekamauchundhatmirnachher…ausdem
TassoeinigeStellengelesen．Esistein vortrefflicheArbeit,eine
vortrefflichelwtirdigeSprache,einherrlicherGeist,derdieCha-
rakteresoprazisdarstellt…")。彼女は依然としてゲーテに好意と敬意を
もちつづけているのである。ゲーテは他言の禁を犯したカロリーネのため
に弁じ，猜疑心のつよいヘルダーの誤解を避けようと試みた。 G@Verzeihe
DeinerFrauenjwennsiemir,mehr,al Duwolltest,vertrauthat
...SiemuBnichtsWichtigesganzinsichver chlieBen,wennsie
DeineAbwesenheittragensoll,und;wieichdieSachennehmeund
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trage,weiBtDujaauch…" (GoetheanHerder, 10．Okt.)。しかし
この手紙が発送されないうちにヘルダーから転居の知らせがきた (,,Das
Blattistliegengeblieben;nunkommtDeinBrief,derDeinenEinzug
inStradaCondottabenachrichtigt.$6)ので，ゲーテはその同じ手紙の
裏面に次のように書き加えた。 「S (註。=FrauvonSeckendorf)はも
ともと無作法者で，社交に於て最もよく彼女の役割を演じます。いずれに
せよ貴兄はあまりに律義にすぎます("zuhonettG@)。でもそれは貴兄のた
ちなのだからやむをえないとしても， ただあまりひどい仕打ちを御身にさ
せないようにされよ(,,laBDir'snurnichtzugrobmachen$$)…しかし
何といっても娼婦が一番いけない。どんな堅気の男子も婦人も少女も，彼
等にはかなわないのです.…．ローマを楽しみなさい。謝肉祭がすんでから
復活祭までにナポリへゆかれるようになさるがよい..…」（同前)。
ところで， このようなゲーテの心配は必ずしも杷憂ではなかったのであ
る。 これと殆ど同時に（註。 10月11日付）発送されたカロリーネ宛へルダ
ーの書簡には，ゲーテに対する不満が表明され，当時の境遇の然らしめた
ところとはいえ，ヘルダーの気むずかしい性癖と本来的にゲーテと相容れ
ないその不幸な性格とが如実に示されている。 「いずれにせよ，ゲーテは
あなたを迷わせたのだ…（註。 さらにダールベルクとゼッケンドルフに対
するあらゆる不満をぶちまけてから，次のようにつづける）ゲーテは口だ
けでは何とでも言えるのだ。ローマに関する彼の助言はすべて役に立たな
b, (@$Goethehatgutreden;alleseineRatschlageinAns hung
Romstaugennicht.GC)。彼はここで文学青年のような生き方をしたのだ。
彼はむだぐちをきき，私に黒衣の着用を戒しめて私のを持ち歩きさせない
ようにする。 ところがいま私はここで一着つくらねばならないのだ．…．
だから彼はよけいなことを言ったことになる。 2カ年間ローマにいたこ
とのある人間がひとをこんなめにあわせるとは怪しからんと， もう何度も
彼に腹を立てたことがある。私だったら既に2， 3週間ローマにいるから
には，他人が訊ねたらそんな風に迷わさないだろう….．そうだ，私はたし
かに生涯のうちローマにいたことになる，がしかし，ゲーテがいうのとは
別の意味でそうなのだ(,,Ja,wohlbinichinRomaufmeineLebens-
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zeitgewesen,aberinandermSinn, alsGoetheesmeint….@)」
(HerderanKaroline,Rom,denll.Oktober88)｡
このヘルダーの手紙をみないうちに， カロリーネは10月13日にローマへ
書き送っている。ここにはヘルダーに対するゲーテの友情あふれる忠告が
紹介されており， それはまことに叡智に富んだ言葉であって，ヘルダーの
みならず何ぴとも傾聴に価いするものである。
「ゲーテは月曜に訪ねてくれました….、 こんどの戦で皇帝はオーストリ
ヤ王朝の威信を落したので， それは今後千年間立ち直らないだろう， と彼
は言いました。私は『わが大公もそのようになるでしょう』 と申しまし
た。 『そうです。その通りです。だれもみなそのようになるのです，われ
われがどこかでか， もしくはまちがった場所で，普通よく起るように，わ
れわれの持ち前の癖を押し通す場合には (,,undsogeht'sunsallen,
wennwirunsreEigenheitirgendwooderamunrechtenOrte,wie
esgemeiniglichgeschieht,durchsetz n..6)。私は青年時代からそんな
風でした。私は自由で裕福でした。それでたびたび他のひとよりも多く押
し通すことができた。そしてどういう点で， またどのように持ち前の癖が
私に不利を招いたかを，私が最もよく知っている。 もし私がいま自制する
のでなければ， さらに多くそんなことが起るでしょう。このようにいまへ
ルダーに不利を招くのは， 彼の持ち前の癖です。誰も信じないでしょう
が， 彼の癖は情に脆いこと (,,Zartheit")と他人の言いなりになること
("Nachgiebigkeit4@)とです。 そしていまそれで苦しんでいるのです。
彼は自分が誰であるかを自覚していたら…“アウグスブルクからそんなに
好意的な振舞はしなかったでしょう。そうしてそれが原因でたびたびその
後彼はおかどちがいのところで，ひとぴとに対して手きびしくきめつける
ことになるのです("Unddaherkommt'smanchmal,daBerhernach
amunrechtenOrtgegenMenschendasRauhehervorkehrt.")」と
ゲーテは答えました。 この黄金のような言葉は， まるでわれわれふたりの
魂のなかから語り出たかのようでした….､私たちが窮迫と悲嘆の境におち
いりたくないなら，いまこそまさに持ち前の癖を取り去るべきときです」
(KarolineanHerder,13.0kt.)。
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この控え目に述べられたゲーテの忠告にカロリーネが同調するのは， け
だし尤もなことである。実はそれにもまして，ヘルダーこそ虚心に耳を傾
けるべきであった。 ところが遺憾なことに， その後の経緯から推測すれ
ば，必ずしもそうでないのみならず，却ってヘルダーの持ち前の癖に一層
油をそそいだ観がある。すなわち,はやくもその次の彼の書簡で，ダール
ベルクと談合して千ターラーを受け取る約束をしたと報じながらも， その
末尾に,,IchfiirmeinTeilwilltun,wasichtunkann,denFehler
gutzumachen,denichdurchdieseganzeEntreprisegetanhabe.
WashatteichmitRomzutUn?WasRommitmir?0;と付け加えて
いることからみれば，ゲーテの忠告もヘルダーの眼には単なるおせっかい
としか映らなかったことがわかるのである。
カロリーネはますます夫の身を案じ(,,IchdarfmirDeinenZustand
lebendignichtvorstellen,soschmerzlichwehwird'smir.GG;24．0kt.
88)，はやく黒衣ばかりでなく教区監督(Bischof)にふさわしい紫衣
("Viotettkleid$6)をも買い求めて上品な装いをして(,,vornehmanstaf-
fiert:$)もらいたいと夫を元気づける。次いで，この10月24日付の書簡では
シュタイン夫人の来訪を知らせ「彼女はあなたの消息をきいてよろこび，
あなたにくれぐれもよろしくとのことです。私に対してはそっけない冷い
態度でした。おしまいに彼女は， カルプ9)から私がずいぶんやさしくなっ
たと聞いた， と私に告げました。彼女の胸中ではおそらくそれは私が毎週
いちどゲーテに会うせいだとしているのでしょう。」と，シュタイン夫人に
対して女性らしい判断をくだし，最後に「嫉妬心を起すやいなや，ひとは
一切のことに過ちを犯すものです(,,SobaldmanEifersuchterregt,so
istmaninallemschuldig.")」と述べている。この結びの言葉はいうま
でもなくシュタイン夫人について何気無く言われたものに相違ないが,ヘ
ルダーは自分に向けられた言葉とはとらなかったであろうか。すくなくと
もそれは当時の状況からすればヘルダーにそう感じさせるに足る言葉であ
り, その後のゲーテに対するヘルダーの感情の推移をみれば，なおさらそ
の感を深うせざるをえないのである。事実この辺の消息は早くも11月4日
付へルダーの書簡にうかがうことができる。それはゲーテに対する反感を
52
ぶちまけたものであると同時に，ヘルダー自身の気質を，つまりゲーテの
言う 「持ち前の癖」をみずから暴露したものといって差支えない。
「ゲーテの口から出るもろもろの規則は私の口に合わない。答め立てと
か矯正とかがいったい何になるというのか。運命自身が十分峻烈にわれわ
れを正すのではないか。 このやさしい思い遣りが私の持ち前の癖だとすれ
ば，私はその代りにどうすることもできない。私はそれがなくては生きる
ことができないし，ひとを踏みつけるよりはむしろひとに踏みつけられた
いと思う。あなたが彼に私の手紙からそんなに多く伝えたのが， そもそも
の誤りだった.…．ゲーテがここで生活した通りに…“私は生活することが
できず，することも好まず，叉するつもりもない“…ゲーテはまるで子供
のようにローマの話をするが，事実また子供のように， もちろん気儘の限
りを尽してここでくらしたのだ｡だから口をきわめてローマをほめるのだ。
私はゲーテではない。私は私の生涯に決して彼の主義に従って行動するこ
とはできなかった。だからローマに於てもそうすることはできない….、
私はもともとゲーテの仲間ともわずかしかつきあっていない。彼等は若い
絵書きであって，結局彼等とあまりかかわりあう必要がなく，いわんや彼
等と多年生活を共にすることになるなどとは考えられない。ゲーテは彼等
のあいだにまじって住み， そして彼等を使うすべを心得ていたのだ"…」
(HerderanKaroline,4.November)。 ところがこの書簡の終りに
,,NimmjadiesenBriefnichtiibel.Glaubeauchnicht,daBichetwas
gegenGoethehabe:alles,wasersagt,;istwahr,undichhabeihn
liebwiemeinenBruderbG@と書き加えている。これはこの書簡の基調た
たる反ゲーテ感情とは明らかに矛盾する。しかしながらそのいずれもへル
ダーにとっては真実の感情である。どちらも虚言というものではない。 こ
こに図らずもヘルダーの性格の一面，ひとのよさ，気の弱さ，すなわちゲ
ーテの指摘した"ZartheitundNachgiebigkeitK@があらわれているので
ある。
これを読んだカロリーネはその返書の中で殊更にゲーテの非常識な振舞
を伝えている。が， それもまた，夫の心を柔げようとする妻のいじらしい
心理のあらわれとみなしうるのではなかろうか。
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「ゲーテの振舞はとても異常です。先週の土曜に私たち， シュタイン，
シャルト， イムホフおよび私はやっと彼のスケッチの観覧に彼の家に招待
されました…-．それは私たちの誰にも大変珍らしいものでした。そして銘
々は満足して7時前に家路につきました。その後シャルト(DieSchardt)
からきくところによると，ゲーテはその前日舞踏遊山会で分別ある婦人
がたとは殆ど一言も語らないで， 若いお嬢さんたちの手に次々に口づけ
し，彼等にいろんなおじょうずを言いながら大いに踊っていた， とのこと
です。カルプはゲーテが少女を誘惑したりするのを忌わしいことだと思っ
ています。要するに彼はもはや彼の友だちにとって全然何ものでもありた
くないのです..…ヴァイマルにはもはや彼はふさわしくありません。それ
どころか，少女たちに浴びせた口づけの雨は， その場に居合わせた大公に
必ずしも好ましい印象を与えていないと信じます。大公も土曜にゲーテ家
に来られました。大公はあなたの消息を訊ね， あなたが妻にねんごろな手
紙を書くほかに何も書けないのかどうかと，大公の名に於て私があなたに
伝えるようにとおっしゃいました.…．カルルスバート塩をまだ半箱ほど持
ち合わせていましたのでお送りします……ああ，ゲーテはあらゆることに
何と無関心になってしまったことでしょう ．….｣ (KarolineanHerder,
4.Nov.)。
なおこれより1週間前にも， カロリーネはゲーテのことにふれて「ゲー
テはこのあいだ， あなたが恋をするまではあなたはローマでしあわせにな
れないだろう， と冗談をいいました。よい運命があなたに，いろんな長い
あいだの苦しみの代りに楽しい時を授けてくれますように。ただどうか如
才なく慎重であってください。アルプスの向うでは再びあなたは私のもの
なのですから」 （7.Nov.）と書き送っている。
これに対してヘルダーも半ば冗談に，ゲーテのローマでの官能生活に反
感をにおわせながら「恋愛がローマでの幸福感のために必要だとすれば，
残念ながら私はまだ恋をしていない， とゲーテに伝えてくれ」(Herder
anKaroline,29.Nov.)と妻の心配を除いている。
ローマ滞在中へルダーに最も有益だったことは， 古代彫像の鑑賞であ
る。 この場合，彼はローマの見渡しがたい多様性のなかで, まるで見とれ
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るひとのように立っている自分を感じた。彼の思想と考察はこれらの造形
美術品に於て最も好ましい手掛りを見出したのである。ヘルダーはこれよ
り先,すでにく彫塑論＞'0)およびくイデエン＞'')に於て,人間形姿の諸形
態を人間の高貴な使命を示唆もしくは保証するものとして捉え，かかる人
間的使命の意味をHumanitat(人間性,人道)という語で総括したのであっ
た。同様に，いまローマに於ても，彼の観察法は単に審美的(asthetisch)
というよりは，むしろ道徳的(moralisch)なものであった。すなわち彼の
観察は形態の美そのものに向けられたのみでなく，いな,それにもまして，
古代人が彫像に於て人間の種々様々な性格の特徴をどの程度まで明確に表
現しえたか， という認識に向けられていたのである。 このことを裏書きす
るヘルダーの書簡を2， 3紹介しておこう。 「私はできる限り毎日3時間
ほど古代世界のこれらの形姿を研究している。そしてそれらを最も純粋な
最も選り抜きの調和的形態におけるフマニテートの古写本(,,einenKodex
derHumanitat")とみなす」 (anKnebel)。「魂はこれらの記念碑の下
で，真美，端正および普遍概念化の諸形式("FormenderWahrheitund
Sch6nheit,desAnstandesundderBildungallgemeinerBegriffe$@)
を得ます。 このような形式は， これを魂は以前には持っていなかったし，
また世界の他の場所では受取ることができないのです」 (andenHerzog
KarlAugust)。「私が古代人の芸術品の前で，人間の肢体構造の中にある
人間精神力の動学および静学(,,dieMechanikundStatikmenschlicher
SeelenkrafteimmenschlichenGliederbau")を静かに観察していた時
は,私には忘れがたい,永久に啓発的な瞬間である」(anFrauvonDiede)。
数年後にヘルダーはく人道主義促進のための書簡'2)＞の第6集に於て，
この間の事情を細部にわたって詳述することになる。実はこのことだけが
ヘルダーにとってイタリヤ旅行，特にローマから得た唯一の収穫だったの
である。
しかしながら遺憾なことに，他の点ではローマはヘルダーの心をいよい
よ暗くしたのだった。ローマは「当地の芸術家たちにすらみられるように
もろもろの精神を無気力にする(,,erschlafftdieGeister")｡」「それは古
代の墓石(,,einGrabmaldesAltertumJ)」であり，その中にいるとひ
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とはすぐ安らかな夢と日々の安逸に慣れる｡」ひとは「単なる官能的生活
(,,einbloBsinnlichesLeben")を送り,考えることや骨折ることは全然忘
却する。なぜならいつもまつききに，骨折りとは何のためにあるのか？考
えることは何の役に立つのか?(,,WozudieMtihe?WozudasDenken?")
という想念が執勘に迫ってくるからだ。」 「ひっきょう， ここでは万事が
私にとってひとつの芝居となる。上流社会，枢機卿，司教，王子および王
女といったようなものにも嫌気がさしはじめた……なにか真剣なことをこ
こでは考えるひまもない。おまけに愛のことなどここでは全く考えられな
い。愛はこの国では全く情念的(,,sentimental")ではなく，官能的享楽
("sinnlicherGenuBG6)であるらしい｡」
ゲーテのあの生産的なローマ体験に比して， これはまた何としたことで
あろう ！共に18世紀の80年代に体験したローマがゲーテ，ヘルダーの両者
に於てかくも異なった相貌を呈したとは！ここにわれわれは， ものの「価
値」 (Werte)といわれるものが，実はそのものに対する主体の「価値づ
け」 (Bewertung)を俟って成立するゆえんを知るのである。換言すれ
ば，対象はそれ自体に於て価値を有するというよりは，むしろ対象に価値
を見出さんとする主体の意欲ないしそれに価値を見出しうる主体の能力を
俟って初めて，対象の価値が決定されるといっても過言でない。いわば
｢価値の価値づけ」(BewertuugderWerte)というべきはたらきがなけ
れば，深い意味に於て「価値」というものは存在しない。それゆえローマ
という同一対象がヘルダーとゲーテとに於て相反する相貌や価値を示した
のは，所詮両者のローマに対する主体的なはたらきかけ，つまり彼等の主
体性の相違に基づくものである。 この点に於て，われわれは否応なく道徳
的・思想家肌のヘルダーと美的・芸術家肌のゲーテとの遥庭をみとめざる
をえない。おそらくローマ自体には，ゲーテ的ローマとヘルダー的ローマ
とが共存しているであろう。彼等のローマ観はそれぞれ彼等にとって真実
であったことは忘れてはならない。ただわれわれが彼等の全生涯を見渡し
た上,それぞれの爾後の精神的発展に及ぼした影響という観点からすれば，
ローマ体験はゲーテには積極的な意義を，ヘルダーには消極的な意義を・
有したことになる。つまりローマは前者には価値があったが，後者には価
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値がなかった， というより前者はローマに価値を見出したのであり，後者
はそこに価値を見出せなかったのである。因みに，思想とか主義といった
ものについても，一般にはそれ自体に於て価値があるかのように考えられ
がちであるが， それもやはりひとつの妄想にすぎないのである。そういっ
たものもそれらに対するわれわれの主体的価値づけによって，その価値を
発揮するといってよい。いかに人道を標傍するイズムといえども，無知晒
劣な精神に媒介されては無価値となり，有害とさえなりうる。いかに科学
性を誇示する思想といえども， それ自体としては一介の「論」たるにすぎ
ないのであって，それは実践的主体による価値づけを俟って初めてその生
命を獲得し，賢明高貴な精神に媒介されて初めて人間社会に価値あるもの
となりうるのである。
(S)
以上の経緯からも察せられるように，ヘルダーは身はローマにありなが
らその心はつねにヴァイマルの家族と共にあった。 1788年の末に送った書
簡によると， クリスマス・イーヴには贈物の時刻に(,,zurStundeder
Bescherung")独り暖炉のそばに坐って家族一同の享福を祈った，とのこ
とである。
．遂に翌年（1789年）正月の初めに，彼はダールベルクの仲間から離れ，
イタリヤ巡幸中の公母アマーリアの一行に加わってナポリ (Neapel)に旅
したのである｡ナポリでは心身の快適を味わったらしく，ここからカロリー
ネに与えた書簡は， イタリヤ旅行中の例外とみられるほど明るい調子をた
だよわせている。 「ナポリではしあわせだ……寒いがこれまで私の生涯に
感じたことのないようなここの空気は，バルザムのように爽やかだ。重苦
しいローマから解放されてまるで別人になったような，身も心もよみがえ
ったような気がする……ここは神がつくられた世界で，健やかさと休らぎ
と活気がある」 (den6・Januar89)。
次いで1月12日付のには,,WennichetwasmehrZeitundRaum
habenwerde,willichdenKindernvondiesenGegendenundOrten
schreiben.6@と前置きして，「天国と冥土，極楽と地獄はここで考え出され
たのだ。 ホメロスとウィルギルは彼らの詩の比類なき永遠性を私の目の
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前，右手の窓の前方にある一地方から取ったのだ」と述べたのち,GriiBe
o
dieKleinenundGroBen(註。dieKinderHerders),auchGoethe,
KnebelundalleFreundinnen,denenDuallensagenkannst,daB
ichindieJunoundVenus-Amphitrite,d.i・inLuftundMe r,ver-
liebtbin…“と結んでいるが，これらの言葉からも彼がいかに上機嫌であ
ったかを窺うことができる。それはイタリヤ旅行中へルダーの心を最も明
るくした一刻だったのである。
ところがこの心の晴れ間も，はや1週間後には薄雲に蔽われはじめ， 1
月19日付の書簡には，寂しさに堪えかねた懐郷の嘆きがきこえてくる。
,,WirkommenebenausPompeji…Luft,Himmel,Berge,Meerund
ErdesindeinZauberblick,ind nmanversunkenist,odaBman
dartiberkeinWorthat…Langeindessenk6nnteich'shiernicht
aushaltenindemZustande,worinichbin;meineeinsameSeele
wiegtsichzuletztindenWellendesMeereszumAbgrundeoder
indieFernetraurig,traurig.Ehegesternfuhrichalleinumden
Pausilippherum,wiehineinindieAbendr6te,undkamsosanft
traurigwieder,daBichdreiStundenhernachwiestummwar...
Ichglaube,meineSeeleistvonhiernachdenNordlandernher-
iibergeflogen:hier,wennichhiermeineHeimathatte,wiegtesiesich
wieeinVogelaufdenZweigen…$@(Herd ranKaroline,19.Jan.)。
丁度この頃，ヘルダーの心境と符節を合わすかのように－それは夫婦
間の以心伝心とでもいうべきか－カロリーネの方もヘルダーヘの慕情を
抑えかねて，神経の昂ぶりからしばしば激情の発作をくりかえしていたよ
うである。 この間の消息はゲーテやカロリーネ自身の言葉から窺うことが
できる。 ,,DeineFrausehichvonZeitzuZeitund6fter,wennder
geistlicheArztn6tigseinwill.IchhabemancheDosemoralischen
Cremortartari(註：＝地獄の液汁)gebraucht,umdieSchwingun-
genihrerElektraischenAnfallezubandigen(註．ゲーテは彼女の激
しい気性をいいあらわすために，冗談に彼女をエレクトラと呼んでいた｡）
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Jetzt istsiesehrvergniigt.WennichnurDeinerFrau,wieauch
derFrauvonStein,dieverwtinschteAufmerksamkeitaufTraume
wegnehmenk6nnte (GoetheanHerder,27.Dezember88). ,,Ich
habeDirdiezw61fLiederderMadagaskarenabgeschrieben (註。
カロリーネはヘルダーのために未開民族の歌謡を筆写していたのである)；
einigedaruntersindsehrsch6n,essinddiesinnlichen;d ren
bedarfstDujetztnicht,daDuindemsinnlichenNeapel
lebst.lchwolltefastwetten,daBDumirindieserNacht,vom8.
zum9・untreu-nein,dasnicht-nurdaBDugenossenhast・Ichhabe
einennarrischenTraumdieseNachtgehabt.Go the berwarnte
michletzthinsehrernstlichvormeinenTraumen;dasSchlimmste
dabeisei,siemachendenVerstandkrank…"(KarolineanHerder,
9.Jan.89).
これに対してヘルダーは2月2日付の書簡で,自分は妻への節操が堅く，
単なる色欲は自分の本性に逆らうこと (,,BIoBeWollustistgegenmei-
neNatur"), あらゆる誘惑に用心して身を清らかに持していることを知
らせて妻を慰めた。 さらに2月10日付のにも，負乏と束縛のために自堕落
な生活はできない(,,tjberhauptistdieArmutunddieGebundenheit
eingroBerSittenwachter.")と，いくぶん自潮気味な言葉を洩らしなが
らも， 「情事はもはや私の年令には適しないことが分った。そしてそんな
ものは私の旅行の境遇によって全然縁遠くなってしまった。一切が官能的
なところでは却って非官能的になるもので，感覚で見出さないものを魂で
探すのだ (,,Woallessinnlichist,wirdmanunsinnlich;mansucht
mitseinerSeeleetwas,dasmanmitdenSinnennichtfmdet.:G)」
と述べている。 こういう言葉は妻への思い遣りから出たことはいうまでも
ないが， それにもまして彼の意識の底には官能的快楽に傾くゲーテの現世
的性向に対する反掻があったことを看過してはならないのであって，事実
この書簡はさらに次のように書きつづけられている。 「あなたがゲーテに
ついて書いていること （註｡KarolineanHerder,4．Nov､88)は全くほ
んとうだ。私はここへ旅行したことによって，残念ながらかねがね思って
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いたよりもはっきりと彼が内心では全く他人に思い遣りのない自己本位の
人間であることがわかった。しかしいまさら彼はどうにもしょうがない。
彼の意のままにさせておこう。快い夢が失われてしまったことを自覚する
のは悲しい。しかしそれでも夢みるより目ざめている方がよいのだ｣(Her-
deranKaroline,10.Feb.)｡
われわれはこの書簡によって，ヘルダー自身がゲーテとの性向的相違を
悟った以上に，芸術をつくるひと （詩人） と芸術を論ずるひと（思想家）
との逵庭を，与えられた現実を体験するそれぞれの仕方のなかにみとめる
ことができるのである。
このようにヘルダー夫妻の側では対ゲーテ感情に於てさまざまな動揺を
みたのであるが， しかしまもなく，遠隔のヘルダーはともかく， カロリー
ネの方は再びゲーテに対する敬愛をあからさまに表明するようになった。
「これはタッソーの最初の場面です。一昨日ゲーテからもらいうけ，急
いであなたのために書き写したものです……それは何ともいえない美しい
発端で，幕はとても美しく飾りつけされていると思われます。公女， その
友や詩人はすばらしく魅惑的です……ゲーテは月曜にあなたの消息をたず
ねにきました。私があなたの暮しぶりを申しましたら，彼は大変よろこん
で， 『私もそんな風だった。 もる手を垂れて， もはや何もしなかった』と
言いました。そこへクネーベルもやって来ました。ゲーテは腰を下ろして
ちょっとした風景をスケッチしてくれました。私たちのあいだには善良な
気風と快い会話が通いました。 というのも， その場の話題はいつもあなた
のことだったからです……私がときおりつましくひとぴとと共に過す夕べ
のうちで,この夕べが一番うれしい時であることを隠すわけにゆきません。
思慮ぶかい言葉をきき，善良な精神の息吹にふれること， これが生活なの
です」 (KarolineanHerder,20.Februar89)。「ほんとうにゲーテの
真骨頂がわかりました(,,UberGoethehabeichwirklicheinengro-
BenAufschluBbekommen".)◎彼の生き方はまさに，詩人が全体と共にも
しくは全体が詩人の内に生きているようなく．あいです。ですから一つ一つ
の個体たる私たちは，彼が与えうる以上のことを彼から要求しないことに
しましょう。彼が自分を高次な存在と感じているのはほんとうです。しか
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しやはり彼はあらゆるひとぴとのうちで最もすぐれた,#最も恒常不変の存
在です。詩人芸術家というものが何であるかを知ってからは, 〔彼に〕親
密な関係を求めません。が， それでも彼が私のところに来ますと，いとも
好ましい霊気みたいなものがその身辺や体内にあるのを感じます」 (Ka-
rolineanHerder,2.Marz89)。
この書簡と前後してヘルダーから，大公の注文で彼の胸像(,,Btiste")が
トリッペル'3)の手で制作しはじめられたとの知らせが届いた。ヘルダー
胸像は最近完成したゲーテ胸像の対(,,Pendant")となるべきものであっ
たが, これに関するヘルダーの一見自哨的な言辞のなかに，ゲーテに対す
る拭いがたいコンプレックスをみとめるわけにゆかないだろうか？
"OderleidigenPendants!GoethehatsichalseinenApolloideali-
sierenlassen,wiewerdeichArmermitmeinemkahlenKopfdage-
genaussehen!@@
しかもヘルダーのゲーテに対する反感には依然としてかなり根づよいも
のがあった。彼はゲーテによせる妻の好意に胸中わだかまりを覚えたらし
く， 3月7日再度ローマから出した書簡で辛辣な皮肉をぶちまけたのであ
る。その主旨は『ゲーテは自己中心的な人間で， 自分の周囲のものは一切
「冗談ごと」 (,,eineFratze$@)にして，これを勝手気儘に使おうとする。
彼の眼には，友だちやその他彼の眼前に現れるものは何でも， 「原稿用紙」
(,,Papiere,aufwelcheserschreibt")か「絵の具板の色」(,,Farbe
desPaletts,mitderermalet6@)としてしか映らない。このような人間が
「大芸術家」 (,,dergroBeK(instler$@)とか「宇宙の燦然たる鏡」 (,,ein
hellstrahlenderSpiegeldesUniversumr;,,dereinzigeriickstrahlen-
deAllimAllderNatur@6)とかいわれるのなら， 自分は彼から逃げ出
して「一介のくすんだかけら」 (,,einedunkleScherbe$$)のままでいた
いものだ』というのである。
それから数日後， こんな心境にある､、ルダーのもとに，ゲーテとヴルピ
ウスとの関係を伝えるカロリーネの手紙が届いた。これは彼を極度に刺戟
したようである。 「なぜシュタイン夫人がもはやゲーテと仲良くなりたい
と思わないのか, という秘密を彼女自身のロからききました。ゲーテは若
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いヴルピウスを彼のKlarchen(註。ゲーテ作,,Egmont"の主人公エグモ
ントの愛人の名)にして.,しばしば自分の家に来させています。シュタイン
は彼のこういうしく．さを非常に悪くとっています。彼はとてもすぐれた人
物で,また既に40才にもなっているのですから,他のひとぴとに対して品位
を艇すようなことはすべきでないでしょう。－これについてどう思われ
ますか。しかしこれはすべて内密に(,,subrosaG$)に願います」(Karo-
lineanHerder,Sonntag,den8･Marzl789)。これに対するヘルダー
の返書：「あなたがゲーテのKlarchenについて書いていることは，私を
驚かすというよりむしろ私には不愉快だ。かわいそうな少女－私なら断
じてそんなことはしないだろう。しかし人間の考えはまちまちだ。彼がこ
こ（註。ローマ）で或種の方法で，善良ではあるが粗野な人間にまじって
過した彼の生き方は，ほかのことを何ひとつ生み出すことができなかった
のだ。総じてイタリヤは私に全く正反対の印象を与える。私はいわば霊の
ようになって帰る。そして私がどんなに色ごとの連中に(,,demgew6hn-
lichenTroBderBuhlereien")むかむかしているかは，あなたに言え
ないほどだ。 私はそういったことに自分があまり善良すぎると感じてい
る。それは自負とか自惚れとかではなく，生れつきで本当のことだ……こ
の2， 3週間風変りなやり方で， こう言ってよければ，私を浄化し教化し
てくれたのはアンゲーリカの友情だ」 (HerderanKaroline,Rom,den
28.Marz)。
当時47才の女流画家アンゲーリカ・カウフマンとの交際については，そ
の後へルダーの殆どすべての書簡の中に言及されている。彼はこの「ヨー
ロッパの最も教養の高い婦人」 (,,KultiviertesteFrauEuropaf)の優し
い内気，つつましい天使のような明るさ，純真，穏和について，彼女とむ
かい合う際の「甘美な， もの静かな敬慕の状態」 ("ZustandeinersMen
undstillenVerehrung$$)について， さらに又， まるで女神のように未
知のカロリーネを愛して「われわれと共に暮せないからには，せめてわれ
われのところで死にたい」 (,,dochwenigstensbeiunszu terben
wiinschte,dasienichtmitunslebenk6nne$6)と願っていること，彼
女がヘルダーの手に口づけしようとしたこと，彼が彼女の額に口づけし，
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彼女が彼の指に「いとも控え目な淑やかさで」 (,,mitderbescheiden-
stenGrazieG@)黄金の鎖を嵌めてくれたこと等々について，倦むことなく
書きつらねたのである。そしてこういう手紙を書くたびにくりかえし，ケ
ーテには口外しないようにと書き添えたのであるが， その口実は「ゲーテ
は殆ど彼女のことについて口をひらかなかったから」(,,haterdochkaum
denMundtibersiege6ffnet@@)というのであった。
このような夫の度重なるアンゲーリカ讃美の言葉に対して， カロリーネ
はその返書の一つに, ,,Dieheilige,besteSchwesterAngelikaktisse
ichmitdemreinstenKuB;chliebesiewieDuundgenieBeDein
GltickmitDir.Ach,Dukennstmichhierinnen…G.(vgl.Reis ger:
Herder,1942Berlin,s.297)と書き，妻の微妙な心理発言外に託したこ
とがある。
（4）
この頃から文通は全く別の話題に移っている。 当時ハイネ'4)などの仲
介によってヘルダーをゲッティンゲン大学に招聰しようという議がもちあ
がっていた。それで夫妻の話題はこの招聰を受諾すべきか否かに集中され
るようになった。この重大な決定に迫られて，その後の旅行計画はみだれ，
ひいてはヴァイマルに対するヘルダーの不満はいよいよかきたてられた
のである。 「あなたも知っているように，私は公妃を最も愛している。だ
が，彼女の好意が無力なものであることを知っているだろう。大公は善良
で正直だ。しかし彼は私のために何をすることができ，何をしてくれるだ
ろうか。要するに，私はいつまでも物分りのわるい子供である領主やその
夫人とのつながりにどんなにうんざりしているか， そんなことはあなたに
言いたくない。ゲーテがもはやわれわれのためになしえないということは
私には殆どはっきりしている…． 、淑女たちはぼんやりとそれぞれの道を歩
んでいる。 もともとヴァイマルにはわれわれの占める範囲は無いのではな
かろうか..…われわれは寂しく，年毎にますますそうなってゆくだろう….．
殆ど新鮮な気息のない息絶えた政治的空気の中に帰るのはどうも不吉な
気がするし，同様に後になって不機嫌な悔恨の中をさまようことも何とな
くありそうに思われて重苦しい気がする」 (HerderanKaroline,3．Ap-
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ril89)。「なぜわれわれは，かくも尊重きれ高く評価された臣下に対して
こんなひどい待遇をしてきたひとりの領主に今まで仕えていたのか./われ
われおひとよしの間抜け者よ.／」 (7.April)｡
この問題についても,ゲーテは助言者となり慰留につとめたのであった。
カロリーネの書簡からその消息がうかがわれる。 「帰宅しますとゲーテが
子供の祝 ("Kinderfest$@;註。ヘルダーの第五子で長女であるLuise
TheodoraEmilie-1781年4月23日生一の満7才の生誕祝）に加わってい
ました。やがて彼とゲッティンゲンの件を話し合いました……彼は直接あ
なたに書くと言っています．．…･彼は切に，私たちがその申し出を経済面か
らだけ考慮し取扱わねばならないと主張します……昨日彼はこう言いまし
た。 『ヘルダーがあそこ（註。G6ttingen)では不幸や不満がなくなるだ
ろう， と思ってはいけない。彼はどこでも嫉視する人や偽善の徒や，その
他そういった連中を見出すでしょう｡;彼は実際どこでも自分の気性をもっ
てゆきます。だからこういう面から考えると， あそこはほかのどこと比べ
てもちっともよいところではないのです。まあ，気性のことなんか問わな
いことにして，外面的な利益のことに話を限りなさい。大公は彼を行かせ
ることはできず， また行かせてはなりませんし， 是んなことをすれば，イ
エーナーとヴァイマルを同時に台無しにすることになります。私ならヘル
ダーをイエーナーに行かせることすら望みません｡私は彼がとても好きで
すし，彼は教授になるにはあまりに善良すぎます。彼は未だ彼等の偏狭な
性癖を知らないのです。申し出が来たのは結構なことです。いまこそ，彼
を引留めておかねばならないという事情によって， また彼の名誉にふさわ
しく,.彼および彼の家族のために立派な確実な住居がつくられるのです。
しかも全市民はそれに満足し, それを望むでしょう』と。……私たちは両
方のことに留意しましょう。あなたが教授になって毎日駄獣のように4時
間の授業をきせられるというようなことは，何といっても私の心を傷つけ
ます……ゲーテは依然として変りません。彼は確固たる地盤の上に立って
います……あなたのお心が彼から離れるのを悲しく思います。何といって
も彼はここでは純粋に善良な人間です」 (Karolinea Herder,24.
April)。
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ついに大公はヘルダーの処遇に関する書15） （1789年5月3日付).を,
ゲーテを通じてカロリーネに与え，ヘルダーの待遇改善を約束するに至っ
た。カロリーネはゲーテの好意に感謝すると共に，いよいよゲーテに対す
る敬愛の念を深めたようである。 5月10日付書簡は，まずゲーテのタッソ
ー朗読を報じたのち「たとい一瞬間でもゲーテを誤解するとは， どんなに
報いをうけることでしょう。彼は全く誠実な男らしいひとです。あなたが
最近のお便りの一つで再びこのことを非常によく分っていてくださるのを
うれしく思います.….彼は大公に,私たちの借財が1800ないし2000Reichs-
talerに達している，と伝えてくれました。それを支払うという決定は大
公がみずからなさったのです｡」
ヘルダーは公母アマーリアの一行と共にTivoliで快的な数日を過した
のち，ついにローマを離れたのであった。帰路にはフロレンス(Florenz
）ヴェニス(Venedig)に立ちよることにした。特にフロレンスはローマ
よりも簡素にかつ直接的に過去の面影をのこしていたので，歴史的生の偉
大な追感者たるヘルダーは当然この土地にゆたかな魅力を覚えたのであっ
た。 ,,HiersinddochwenigstensFuBtrittevonMenschen,nicht
HeiligeundG6tzenbilderalleinG@.ところで，ヘルダーはこれまでは精神
の緊張のためにであろうか，健康の不調を訴えたことはなかったのである
が， ようやくこの頃から南国の暑気に適しない自分の健康状態を筆にする
ようになった。それは張りつめていた気の弛みのせいであろうか。元来彼
の体質はその気質と同様， きわめて繊細で外気に対する抵抗力が乏しく，
特に暑気には弱くて異常な多汗質であった。 ,,Wennandernleidlich
warmist,binicheinlebendigerBrunnen,daBsichalleMenschen
wundernundderalteZucchi(註。=AngelikasGatte)inTivoli
sagte,rhabenochnieinse nemLebenkeinenMenschenso
schwitzensehen.Jetztseheicherst,wasichfiireineheiBeundzarte
Konstitutionhabe,diewieflieBendes,ungeleimtesPapierist.@.
次いでヴェニスでは， この土地にひそやかな戦標を覚えた ("ichhabe
einengeheimenSchaudervordemOrt!@.）とのことで， この都市の性
格をみごとな比愉でいいあらわしているが， それは巨大な社会構造の有機
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性を捉えるヘルダー特有の能力を示したものといえよう。｢それは柔らかな
愛らしい腕をもったナポリのようなパルテノペー'6)ではなくて，幾千も
の手をもった海の怪物であり，その怪物が各肢体の中に生きていて便益に
意を用いているのだ..…アムステルダムでさえ稀有なことではこれらの手
と比べものにならない。それはいわば幾百もの足と幾百万もの関節をもっ
た海蜘蛛である (,,eineSeespinnemithundertFiiBenundMillionen
Gelenken")｡」
しかしながらヘルダーはこれ以後イタリヤの都市に興味を失い， もはや
異郷の世界に飽き完全に郷愁の虜になってしまったのである。
5月25日付カロリーネの書簡は，ヘルダーの妹CatharinaDorothea
(現Gtildenhorn夫人）が故郷のモールンゲンを去って今へルダーの留守
宅に身を寄せている旨を報じた。それによると， カロリーネは義妹に深い
同情と好意を示している (,,ich…fiihrtesieselbstindasHaus,das
wirihrzumHimmelmachenwollten,dasiedreiundzwanzigJahre
inderH611egelebt…IhrgeistvollesschwarzesAugeundihresch6_
neregelmaBigeBildungrtihrenmichjedesmal,wennichsieanse_
he.")。夫の肉親を庇うカロリーネのこの態度が彼女の誠意からのものであ
るにしても， この場合はそれにもまして，傷つき易い夫の心を平安にした
いと念ずる妻の真剣な配慮からのものでもあった， ということは容易に推
察されるのである。因みに， 23年間不幸な結婚のために苦しい生活を送っ
てきたこの妹は， このとき以来1793年に他界するまでへルダー家に引き取
られたのであった。又しても5月29日付の書簡で，カロリーネはゲーテに
対するヘルダーの蟠りを解こうと試みる。
「ゲーテは2，3日の予定であなたを迎えに騎馬でカルルスバート17)へ
行くつもりです……ゲーテはあなたを愛しています， そしてあらゆる人間
にもましてあなたに愛されるねうちのあるひとです。彼にそつぼを向かな
いでください(,,WendeDichnichtvonihmab!")。あなたはアンゲー
リカに於て，彼女の自然から授かった幸運や清浄さを敬愛されています。
ゲーテはこういう面からみて彼女の弟です。あなたが曽て（6年前のこ
とでした）あんなにおごそかに確約されたように， もはやゲーテを失わな
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いようにいたしましょう。あなたがこの重大な問題について（註。ケッテ
ィンゲン招聰のこと）そんなに彼に沈黙なさっているのは，彼を悲しくさ
せます｡私はあなたのために申訳をしておきました｡カルルスバートで再会
なさったら，一切は元通りになるでしょう。〔註。 この手紙に,カロリーネ
は自分に宛てられたゲーテの手紙を同封している。その文面は次の通り。
『われわれが望みかつ考えている一切のことを適当に抜華なさって， それ
をただちにボロニア(Bologna)の善良な老人に(,,demgutenAlten";
註。 これは官能的享楽を忌むヘルダーの道徳的な生活態度を軽く詞したも
のと考えられる｡）送ってください….、われわれは彼を心から愛し， 彼を
親しく待っているのです。ただお願いしたいことは， どうか今後何ごとも
エレクトラの心で("imElektrasinne")でなさらず，こころよく訊ねて
ください。私は個々の事柄では誤らないとは限りませんが，全体の方向は
決してまちがわないでしょう (,,IchkannineinzelnenSachenirren,
aufsGanzewerdeichniefehlen.")｣]｡..…ところで『善良な老人』
という言葉を悪くお取りにならぬように。あなたにはお解りにならないで
しょうが，彼はあなたを愛しています。 これは本当です。」
カロリーネの切願や努力にもかかわらず，ヘルダーは依然としてゲーテ
に打ち解けようとする気配をみせなかった。 ミラノ (Mailand)から6月
13日付で送った書簡には次のように書かれている。「ゲーテの手紙は無驍
だ。彼は私を20歳の愚かな若僧のように取り扱っている。だから彼に返事
するわけにはいかない。でも彼は善い意図をもっているそうだから，彼に
礼を言おう ．…． さて，ゲッティンゲンの問題はあなたに会うまで構わない
でそっとしておこう (,,lasseichdieSachemitG6ttingeninFrieden
ruhen,bisichDichsehe.$$).…． 大公の申し出には畏んでお礼を申し
上げる．…．着くまで静かに旅行させてほしい。私の極度に弱気になった，
畏縮した，疲れ果てた心は，いまはただ－旅行するだけで精いっぱい
だ(meineauBerstscheugewordene,insichzusamm ngeschreck-
te,matteSeelekannjetztnichtsmehrals--reisen.@@).…．ケーテに
よろしく。私が気持を害していることは何も彼に言わないように("sage
ihmnichtstjblesvonmeinerEmpfindung.")..…｡」
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これを受け取ったカロリーネの心痛はどんなであったであろうか。 「と
もかくご健康なのはありがたいですが，お手紙の文面とご気分とは非常に
私を悲しくさせますし，お身の上に心を痛めています。こんなことでは再
会のよろこびは純粋で甘美なものとならないでしょう./,ああ,何の答で私
たちはこんなめにあうのでしょう .' (,,Owodurchhabenwirdasver-
schuldet!6@)……ああ，何があなたのお心をそんなに弱気にし畏縮させた
のでしょうか.／そんなにひどくお心を害するようでしたら，決してここに
とどまるようにお薦めしないつもりです(,,IchwillDichnichtbereden,
hierzubleiben,Gottbewahremich,wennessosehrDeineSeele
beleidigt.P4)｣(KarolineanHerder,29.Juni)。
以上のような経過をたどって，終にニュルンベルクから送られた書簡
(註。日付がない） を最後に， 旅行中の往復書簡は終止符を打ったのであ
る。 「私はいつも心をあなたのもとに馳せていた ("imGeistwarich
stetsbeiEuch".).…いま帰る－ﾅこが意気揚々というわけにはいかない
(,,abernichtimTriumph6$)。だから出迎え(,,Entgegenkommen4$)な
ど考えないでほしい。 この手紙が着いたら，私の帰るまで落ちついて待ち
なさい。いつになるか分らない”…だから子供たちにも出迎えを思いとど
まらせなさい， もちろん彼等にはそれが大きなよろこびなんだろうが｡いつ
かほかのときにイルメナウか， それともどこかへいっしょに連れだって出
かけようではないか。いまは－教会の奥のわが家にあなたをおいてきぽ
りにしてきたのだが， あなたと家のものたちに会えることを願っている｡」
かくしてヘルダーはようやく1789年7月9日の夜明け前ヴァイマルに帰り
着いたのである。
む す び
要するに，なんども言うことだが，ヘルダーのイタリヤ旅行は味気ない
みじめな体験だった。その原因の大半は彼自身の性格に帰することができ
る。経済的な理由はこの場合問題にならないと考えられる。あえてヘルダ
ー夫妻の往復書簡を紹介したのは，ヘルダーの人間的側面をできる限り具
体的に示そうと欲したからである。このような，人間的側面， というより
人間的弱点が彼の個人生活を暗くし， その精神的活動にも大きな損失を招
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いたことはいうまでもないが，反面その不幸な性格のゆえに却って，非
凡な才能が堰を切った如く赤裸々に流れでて， ドイツ文学思想史上偉大
な数々の革命的業績を挙げえたと考えられる。われわれはヘルダーにおけ
る人間的弱点のゆえを以て， そのhistorischeGr6Beに目を蔽うなどと
いうことは許されない。むしろ宿命的な性格をにないながらも，おのれの
本質的なものを見失わずその独自性を貫き通したヘルダーのドイツ的な，
あまりにドイツ的な全人間性を究明すること， これこそヘルダー研究の重
要な課題でなければならない。従って本稿が些かなりとも，従来のわが国
へルダー研究に欠けていた資料的研究の一環としての彼割を果しうるなら
ば，筆者の意図は十分叶えられたことになるであろう。
註
1）ヘルダーの論文,,VomGeistderebraischenPoesie$$(I.1782,n.1783)の
こと。拙稿「後期へルダーとその文学論」 （大阪大学文学部紀要第10巻,1963年
刊,180頁～193頁）を参照されたい。
2）カトリック司教座聖堂参事会員(KatholischerDomherr)。かたわら作曲家で
もあって，既に1786年にヘルダーの詩を作曲し，それ以来へルダーと知り合いに
なり， 5，6カ月間の豫定で彼をイタリヤ旅行に招待した。 この人の実兄は，
ErfurtのMainz代理選挙候(1772年来）にして当時Mainzの補佐司教(178
7年来）だったKarlTheodorAntonMariavonDalbergである。
3)vgl.SChilleranKOrner,den29.Aug.1787.註1に挙げた拙稿(158～9頁
）に述べられているような，ヘルダー夫妻の一時的な不和のことを指す。カロリ
ーネはいま夫と離れてみて，再びあのような状態になってはならないというので
ある。
4)ChristianeVulpius(1765～1816)。ケーテは1788年7月この女性を家に迎え入
れた。
5)MariaAnnaAngelikaKauffmann(1741～1807)。女流画家。肖像．神話．歴
史画等の油絵のほか多くの銅板画も描いた。 1782年来ローマに定住。ドイツ古
典派の先駆者のひとり。＜ゲーテ像＞の作がある。
6）画家Bury・のちにヘルターの肖像画を描いた。当時ローマ在住の画家Rehberg
やこのひとに案内されて，ヘルダーはローマの名所旧蹟を見物した。
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7）ゲーテがイタリヤからの帰途1788年6月初めにKonstanzから，ヘルダーが既
にローマに出発したという誤報を信じて， ローマに送っておいたヘルダー宛の
書簡。
8）ケーテ作,,TorquatoTasso04.1780年着手,89年完成,90年刊行。
9)CharlottevonKalb(1761～1843).初めSchiller(1784),のちにJeanPaul
（1796）と恋愛関係をもったが,いずれも不幸に終った。Paulの＜巨人>(1800
～3）に「リンダ」として描かれている。
10）ヘルダーの論文,,Plastik"<1778)。上掲の拙稿168～170頁参照。
11),,IdeenzurPhilosophiederGeschichtederMenschheitl@(1784～1791).
12),,BriefezurBef6rderungderHumanitat@.(1793～1797).通常「人道書簡」
と呼ばれる。
13)AlexanderTrippel(1744～93)。彫刻家。ローマおよびパリで制作。作風は擬
古的であり，又バロック風をまじえている。主作品：ゲーテ胸像（1787～89)，
ヘルダー胸像（1789)，ゲスナー記念碑（1791）等。
14)ChristianGottlobHeyne(1729～1812)。古典学者，考古学者，ゲッテインゲ
ン大学教授（1763年来)。美術史を考古学的見地から研究した。主著:Antiqua-
rischeAufsatze(1778～79)。
15）上掲拙稿222頁および244頁（註135）参照。
16)Parthenope.セイレーン(gr.Seiren,lat・Siren)のひとり。姉妹と共に海に身
を投じ，その死骸がナポリの海岸に流れついたので，ナポリ人は彼女の墓を建て
たと伝えられる。
17）当時へルダーはKarlsbadに立寄るつもりでいたが，実はその後それを変更し
て急避ヴァイマルに帰ったのである。
なお，本稿執筆にあたって用いた資料および参考文献は，拙稿「ヘルダーとその
文学論」 （阪大文紀要10巻248頁）に掲げられたもの以上に出ないことを付記してお
く。
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Herders Italien-Reise, aus seinem Briefwechsel 
mit der Frau gesehen 
-Ein Material für Herderforschung-
Kenji T ANAKA 
Zur Einführung 
Herders von Jugend an ersehnte Reise nach Italien brachte 
seine Seele nicht mehr so hoch in Aufschwung, als die Frankreich-
Reise in der Jugend.zeit, infolgedessen lief sie letzten Endes sehr 
trostlos und unglücklich ab. Da Herders Italien-Reise, von der Goe-
thes ganz verschieden, für sein geistiges Leben nicht von Be-
deutung ist, so ist kein positiver Grund vorhanden, sie zum 
Periodisierungsmittel in der Geschichte seiner geistigen Entwick-
lung zu machen. Trotzdem ist Herders Briefwechsel mit seiner 
Frau, zu dem diese Reise Veranlassung gab, neben jenem aus der 
Brautzeit ein wichtiges Material für Herderforschung zu nennen. 
Denn darin zeigen sich Menschlich-Unbefangenheiten, alle Tugen-
den und Schwächen und alle Innigkeiten und Gereiztheiten der 
beiden nun seit 15 Jahren Verbundenen, und daraus kommen nicht 
nur Herders Wesenheit, seine Ansicht über Italien und seine inne-
re Krise dieser Jahre an den Tag, sondern auch die Weimarer 
Verhältnisse, zumal seine Beziehungen zu Goethe. An sich sind 
also die Briefe Herders und seiner Frau und die dazwischen 
liegenden Goethes sehr interessant, daher glaube ich, es sei, wenn 
auch außerliterarisch, doch der Mühe wert, die Germanistik bei 
uns auch nur mit einem kleinen Teil von diesen zahlreichen Brie-
fen bekannt zu machen, aus denen die menschliche Seite Herders 
71 
anschaulich entnommen werden kann. 
Seine unglückliche Natur verdüsterte zwar sein Privatleben und 
brachte auch seiner geistigen Tätigkeit große Verluste bei, aber, 
im Gegenteil, gerade von dieser Natur wegen strömte seine hervor-
ragende Begabung so frei und offen aus, daß er viele so glänzen-
de Arbeiten leisten konnte. Sein „Deutsches, Allzu-Deutsches", womit 
er, sich seines Wesens voll bewußt, seine Originalität zur Geltung 
brachte, zu erforschen, das eben soll also eine der bedeutend-
sten Aufgaben für Herderforschung sein. 
Zum Schluß hoffe ich, daß mir die vorliegende kleine Arbeit 
auch nur zur Ergänzung meiner bisher veröffentlichten Aufsätze 
über Herder dienen möge. 
Osaka, im August 1964. 
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